







元年10月13日夕刊)で (語 り)と (話すこと)の
違いを猫の湯治にまつわる話を例にとりながら簡
単に説明している｡松谷氏は ｢話すうちにふくら
んで､語 りになるのでは｣と､書きしるしている｡
話しの内容に重みを与えるのは､語り手 (作者)
の視点や語りの場すなわち語り手と聞き手(読者)
が一体となって作った一つの共通世界であるとい
うことであろう｡単に物語の内容や出来事の筋や
怪奇な事実そして登場人物の系図や経歴を伝える
だけであれば､新聞､ラジオ､テレビのニュース
と何 ら変わるところはないであろう｡(語 り)
(narrativefiction) といわれるものにまで昇華
させ､聞き手に忘れることのできないような印象
に時間的視点 (時制の交替)と美的心理的視点と
は互いに絡み合って筋の発展を促 している｡(請
り)の研究についても叙述の基点となる美的心理
的感覚の視点から日本語の童話の (語 り)にみら
れる時制の交替を整理してみることができるだろ
う｡従来､言語学が厳密な方法をもって､言葉と
いう立場から種々な分析を成し遂げてきたが､童
話の (語 り)の中の言語が､いかに物語の筋の構
成に係わっているか という問題 は､多分詩学
(poetics)の範時に入るであろう｡作者や語 り
手の特徴を考慮しながら組織的に語 り (narrative
fiction)を整理してみることは､いいかえれば体
系的な文学研究の方法といえる｡(語り)(narrative
fiction)は三つの要素である s̀toryI,̀text'そして
narration'から出来上っていることを認識する
と､言語を越えたレベルで研究方法を模索してみ
る必要があるように思われる｡
を与えることのできるものでなければならないは
ずである｡一体､何が又どのような要素が聞き手
にとって (語 り)(narrativefiction)となるので
あろうか?それは､語 り手と聞き手の心が通い合
わなければならない｡それでは､童話の作者は､
どのような手段 ･方法をもって心の通い合う (請
り)(narrativefiction)を創造するのかを日本の
子供向けの童話を中心に整理してみることができ
るだろう｡外国語で書かれた童話を日本語に子供
向けの (語 り)(narrativefiction)に訳する時､
どのような工夫と創造が加えられなければならな
いか｡日本語の童話を書 くための工夫と創造力は
何か?それは日本語に対する日本人の美的心理的
感覚によって特徴づけられるのではないかと思わ
れる｡慣習を人間の潜在的文化の創造者と考える
と､日本人の (語 り)(narrativefiction)の中に
は､長い間の中に､時間的視点､心理的視点とい
う現象が (語り)を発展させてきたといえる｡特
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